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南
ア
ル
プ
ス
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
発
足

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
整
備
が
着
々
と
進
ん
で

い
ま
す
。

　

そ
の
開
通
を
見
据
え
、多
く
の
方
が
南
ア
ル
プ
ス

市
に
訪
れ
て
い
だ
だ
け
る
よ
う
、南
ア
ル
プ
ス
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
王
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会（※

１
）の

取
り
組
み
に
よ
り
、「
南
ア
ル
プ
ス
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

当
ク
ラ
ブ
は
、中
部
横
断
自
動
車
道
沿
線
の
富
士

川
町
と
早
川
町
、甲
斐
市
、本
市
が
連
携
し
、広
域

的
に
地
域
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
地
域
が
誇
る
貴
重
な
自
然
資
源
や
、高
山
・

里
山
を
満
喫
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、た
だ
山
に

登
る
だ
け
で
な
く
、山
の
魅
力
や
歴
史
・
文
化
を
知

る
こ
と
で
満
喫
度
が
高
ま
り
ま
す
。そ
れ
ら
の
す
べ

て
を
、訪
れ
た
人
に
伝
え
る
た
め
に
、ガ
イ
ド
の
育
成

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
の
認
定
を
受
け
た
の
は
、日
本
山
岳
ガ
イ

ド
協
会
認
定
資
格
取
得
特
別
研
修（
平
成
25
年
度

実
施
）を
経
た
、登
山
ガ
イ
ド
23
名
と
自
然
ガ
イ
ド

２
名
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、３
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、山
小
屋
、登
山

シ
ョ
ッ
プ
、自
治
体
関
係
者
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、今

後
は
、山
々
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
と
、安
全
で
安

心
し
た
登
山
の
普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
じ
て
、南
ア

ル
プ
ス
エ
リ
ア
の
自
然
環
境
を
守
り
伝
え
る
こ
と

で
、ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
に
基
づ
い
た
ま
ち

づ
く
り
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

霧ヶ峰での積雪時特別研修

南アルプスガイドグラブのメンバー

〜
南
ア
ル
プ
ス
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
よ
り
〜

　

南
ア
ル
プ
ス
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
は
、南
ア
ル
プ
ス
市
、

富
士
川
町
、早
川
町
を
中
心
に
活
動
し
、高
い
山
だ

け
で
な
く
、低
山
、里
山
で
の
ガ
イ
ド
も
積
極
的
に
受

け
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、北
岳
の
よ
う
な
３
千
㍍
級
の
登
山
に

挑
戦
し
た
い
人
、櫛
形
山
を
自
然
解
説
付
き
で
家
族

で
楽
し
み
た
い
な
ど
、お
客
様
の
要
望
に
応
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、当
ク
ラ
ブ
は
、日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
に

加
盟
し
て
い
ま
す
の
で
、山
梨
県
以
外
の
山
に
登
り

た
い
方
に
は
、そ
の
地
域
の
ガ
イ
ド
を
紹
介
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、南
ア
ル
プ
ス
を
訪
れ
る
方
に
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
た
め
の
質
の
高
い
、魅
力
的
な
ガ
イ
デ
ィ

ン
グ
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
や
、

各
市
町
の
特
徴
的
な
資
源
を
活
か
し
た
モ
デ
ル
コ
ー

ス
を
つ
く
り
、そ
れ
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー
の
開
発
、実

施
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

南
ア
ル
プ
ス
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ

　

電
話
０
８
０（
６
６
５
３
）５
４
１
８

　

メ
ー
ル
／m

agc3193@
gm
ail.com

●
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課

　
　
　
　

 

電
話
（
２
８
２
）
６
０
７
３

〜
私
た
ち
は
、雄
大
な
南
ア
ル
プ
ス
に
抱
か
れ
た
美
し
い
ふ
る
さ
と
を

未
来
へ
つ
な
ぐ
案
内
人
と
し
て
、出
会
い
と
感
動
を
提
供
し
ま
す
〜

（
ク
ラ
ブ
理
念
）

〜
私
た
ち
は
、雄
大
な
南
ア
ル
プ
ス
に
抱
か
れ
た
美
し
い
ふ
る
さ
と
を

未
来
へ
つ
な
ぐ
案
内
人
と
し
て
、出
会
い
と
感
動
を
提
供
し
ま
す
〜

（
ク
ラ
ブ
理
念
）

※１   南アルプス・ネイチャー王国
　　 プロジェクト推進会議とは…
　平成29年度の中部横断道全線開通に
よる交流人口の増加を見据え、沿線地
域の山々などの自然資源を活用した地
域活性化策を企画実施するための協議
会。構成市町は、南アルプス市・富士
川町、早川町、甲斐市。
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 開講！ 南アルプスＷＡＫＡＭＯＮＯ大学
 ～地域を思う若者が集結、想いをカタチに～
　「南アルプスWAKAMONO 大学」が開講しました。地元に対して「もっとこうしたら楽
しいかな？」「こんなことをしてみたら、もっと良いかも」というような思いを持つ若者が集い、
その思いの実現に向けて学ぶ講座です。セッション（対話）やワークショップを通じて、地
域課題の共有、共感、アイデア、合意形成、実行に至るためのノウハウを学びます。
　同じ想いの人との出会いや、違う考えの人との議論を通じて、想いが磨かれることもあ
るでしょう。
　たくさんの地域の人の力を借りながら、自らの手でことを起こしていくことが、地域に愛
着を持って過ごす、ひとつの幸福の形だと思います。

　市は、「協働のまちづくり」を推進する取り組みとして、

人材育成・研修事業「南アルプスWAKAMONO大学」を

開講しました。この講座は、市民活動センターを会場に、

毎月１回、全10 回の講座を開催し、仲間づくりやまちづ

くり事業の起こし方について学びます。

　応募総数は58名、定員 30 名を大きく上回る応募者の

希望に応え、会場一杯まで受け入れることにしました。内

訳は、市内34名、市外８名、若手の市職員16名が参加

しています。

　6月10日、開講式が行われ、参加した51名の受講者が

早速ワークショップに取り組みました。「地域」という同じ

想いを持つ者同士、すぐに打ち解け、会場は若者の熱気

に包まれました。

　参加者は、「なにか地域のことに取り組もうとしていた

が、きっかけがなかった。この講座をチャンスに仲間を

つくり、将来は地域づくりに貢献する取り組みをしたい」

「若者が帰って来たくなるような地域づくりをしたい」など

抱負を語ってくれました。

　この事業には、市の若手職員と様々な職種や団体、Ｎ

ＰＯなどの市民が共に学ぶことで、地域課題に対する共

通理解や、民間と行政の連携も期待されます。

　また、来年２月には成果発表を予定しています。

　なお、今後の活動状況は、「南アルプスWAKAMONO

大学」公式ホームページ（http://wakamono-m-alps.com/)

にて随時報告していきます。ぜひご覧ください。

【お問合せ】　市民活動センター　℡（282)7325
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　南アルプス市ではホッケー競技が開催され、８月１日（金）

に桃源文化会館で行われる開会式を皮切りに、８月２日（土）

～６日（水）の５日間にわたってホッケー競技高校日本一を決

める試合が繰り広げられます。

　山梨県代表として、女子は南アルプス市の山梨県立巨摩高等

学校ホッケー部が、男子は山梨学院大学付属高等学校ホッケー

部がそれぞれ出場します。

　大会を盛り上げ、高校生のよい思い出になるよう皆さんの応

援をお願いします。

　なお、会場の「県立白根高等学校第二運動場」、「白根中央公

園」、「山梨学院ホッケースタジアム」周辺は交通渋滞等が予想

されますので、ご理解とご協力をお願いします。

【お問合せ】平成26年度全国高等学校総合体育大会南アルプス市実行委員会事務局（生涯学習課）　℡（282)7778

平成26年度全国高等学校総合体育大会

南アルプス市ホッケー競技
南アルプス市ホッケー競技南アルプス市ホッケー競技

高校スポーツ最大の祭典である全国高等学校総合体育大会（インターハイ）が、
平成26年７月26日（土）から８月20日（水）まで、南関東四都県（山梨県、千葉県、
東京都、神奈川県）で開催され、各地で30競技が行われます。

項  目 日  時  間 会          場 備     考 

開会式 8月1日  
金曜日 

16：00～ 桃源文化会館   

競 技 

8月2日  
土曜日 

9：30 
～17：10  

県立白根高等学校第二運動場 男子1回戦 5試合 

白根中央公園 
男子1回戦 1試合 

女子1回戦 4試合 

9：30  
～18：45  

山梨学院ホッケースタジアム 男子1回戦 6試合 

8月3日  
日曜日 

9：30 
～17：10  

県立白根高等学校第二運動場 
男子2回戦 2試合 

女子2回戦 3試合 

白根中央公園 
男子2回戦 1試合 

女子2回戦 4試合 

9：30 
～18：45  

山梨学院ホッケースタジアム 
男子2回戦 5試合 

女子2回戦 1試合 

8月4日  
月曜日 

9：30 
～15：35  

県立白根高等学校第二運動場 
男子3回戦 2試合 

女子3回戦 2試合 

山梨学院ホッケースタジアム 
男子3回戦 2試合 

女子3回戦 2試合 

8月5日  
火曜日 

9：30 
～16：20  

県立白根高等学校第二運動場 男女準決勝戦
4試合

 

8月6日  
水曜日 

9：30 
～12：40 

県立白根高等学校第二運動場 男女決勝戦
2試合

 

閉会式 競技終了後 県立白根高等学校第二運動場   

 

山梨県代表
県立巨摩高等学校女子ホッケー部
　県立巨摩高等学校の女子ホッケー部は、１年

生４名、２年生４名、３年生３名、マネージャー

１名の計12名のチームで、メンバー全員が南ア

ルプス市内に住む選手です。

　山腰弘子監督は、「5 年ぶりの出場で選手のだ

れもが初めてのインターハイ出場。メンバーは

少なくても精一杯の力を出し、１回でも多く勝

つことが目標です。」と話されました。

　今年４月からコーチをされている三澤美香さ

んは、「相手チームに走り負けないことが理想、

やさしい生徒たちなのでとにかく元気に試合に

臨んでほしい。期待しています。」と抱負を語っ

てくださいました。

　また、キャプテンの山本美貴さん（３年）は、

中学１年生からホッケーを始めたというかわい

らしい女の子。関東大会には出ているがインター

ハイは初めて。先輩たちの分まで頑張りたいで

す。」と、強く意気込みを話してくださいました。

　巨摩高等学校の女子ホッケー部のみなさんの

ご健闘を祈っています。



す
。
貧
困
や
虐
待
、
自
殺
、
地
域

に
お
け
る
孤
立
な
ど
様
々
な
形
で

表
れ
る
生
活
困
窮
の
背
景
に
は
、

今
の
時
代
の
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

と
り
ま
く
地
域
・
社
会
の
課
題
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
南
ア
ル
プ
ス

市
を
創
る
た
め
、
昨
年
末
か
ら
策

定
委
員
会
の
も
と
に
４
つ
の
部
会

を
設
け
て
、
各
分
野
の
市
民
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
課
題
や
取
り
組
み

を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
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【お問合せ】　福祉総合相談課　℡（282)7223

ふだんのくらしのしあわせを考える

　
住
み
な
れ
た
地
域
で
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
法
律
に

も
と
づ
く
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
な
く
、地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
行
政
、
福
祉
関
係
者
が
一
体

と
な
っ
て
、
自
分
た
ち
の
困
り
ご

と
を
解
決
し
支
え
あ
う
と
い
う
の

が
地
域
福
祉
の
考
え
方
で
す
。

　

一
方
、
そ
の
基
盤
で
あ
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
や
、
家

族
の
あ
り
方
、
一
人
ひ
と
り
の
働

き
方
な
ど
の
変
化
に
よ
り
、
地
域

住
民
が
お
互
い
に
支
え
あ
い
認
め
あ
う
の
が
、
昔

に
比
べ
て
難
し
く
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
に
福
祉
総
合
相
談
課
を

設
置
し
ま
し
た
。
高
齢
・
障
害
・
児
童
と
い
っ
た

縦
割
り
の
制
度
の
狭
間
で
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
抱

え
る
人
た
ち
に
、
保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・
精
神

保
健
福
祉
士
等
に
よ
る
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま

６
月
３
日

４
つ
の
作
業
部
会
の
委
員
と
ス
タ
ッ
フ

総
勢
60
名
が
集
ま
り
、
合
同
作
業
部
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
整
理
し
て
き
た
課
題
や

キ
ー
ワ
ー
ド
、
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向

性
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
策
定
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
山
梨
学
院
大
学
・
竹
端
寛
教
授

か
ら
は
「
声
な
き
声
か
ら
実
態
を
知
り
、

具
体
的
な
方
策
を
提
案
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
住
民
・
行
政
・
福
祉
の
専
門
職
と
い

う
立
場
を
こ
え
て
、
み
ん
な
が
〝
同
じ
市

民
〞
と
し
て
向
き
合
う
こ
と
が
原
点
で

す
。」
と
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

―

住
民
主
体
の
「
地
域
さ
さ
え
愛
」
に
向
け
て―

第
３
次
南
ア
ル
プ
ス
市
地
域
福
祉
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す

縁（ゆかり）部会
絆やつながりの再生

学（まなび）部会
福祉教育と人づくり

護（まもり）部会
福祉総合相談体制

誇（ほこり）部会
活躍の場・役割の発見

住民主体の地域福祉の推進
（第3次地域福祉計画H27～H31年度）

図１／テーマ別の４つの作業部会による計画づくり

福
祉
と
は
、
一
部
の
特
別
な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
を
表
す
言
葉
で
は
な
く
、

誰
も
が
得
ら
れ
る
日
々
の
当
た
り
前
の
「
し
あ
わ
せ
」
の
こ
と…

そ
の
当
た
り
前
の
「
し
あ
わ
せ
」
を
支
え
る
、
わ
が
ま
ち
の
福
祉
の
基
盤
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
と
は…

　

社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、
地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
や
利
用

促
進
、
住
民
参
加
の
促
進
等
を
定
め
る
福
祉
の
基
本
的
な
計
画
で
す
。

生
活
困
窮
者
の
支
援
を
は
じ
め
、
地
域
の
中
で
助
け
が
必
要
な
人
へ

の
自
助
・
共
助
・
公
助
の
取
り
組
み
を
定
め
る
も
の
で
す
。
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市内のできごと

５月28日

南アルプス市サンクスデーを開催

５月23日

中北地区植樹祭
豊かな自然環境を引き継ぐ

ヤマザキナビスコカップ対浦和レッズ戦

　市と中北地区緑化推進会議などが主催する、県中北地区植樹
祭が開催されました。
　植樹は、市と富士通アイネットワークシステムズ株式会社が
協働して整備を続けている、「南アルプス山桜の森」で行われ、
参加者や緑の少年少女隊によりヤマザクラとヤマモミジ 300本
が植えられました。

　Jリーグ ヴァンフォーレ甲府のホームゲームで、南アルプス
市がホストを務める南アルプス市サンクスデーが開催されまし
た。試合開始前は、ＪＦＣ白根と若草バイキングサッカースポー
ツ少年団がチャレンジマッチを行ったほか、南アルプスよさこ
い連「響」がよさこい踊りを披露し、サポーターを歓迎しました。
　ボールパーソンを白根巨摩中サッカー部の生徒が、フェアプ
レイフラッグを八田サッカースポーツ少年団の児童が務め、市
内の子どもたちがエスコートキッズとして憧れの選手と手をつ
ないで入場しました。

５月28日

三浦雄一郎さんアンチエイジング講演会
 史上最高齢でエベレスト登頂！

　アウティングプロダクツ エルクが主催し、80歳で３度目のエベレス
ト登頂に成功した冒険家、三浦雄一郎さんの講演会が桃源ホールで行わ
れました。
　食生活に気をつける、睡眠を十分とるなどの「守る健康法」に対して、
成人病やけがに負けず、エベレストに挑戦できる丈夫な体をつくる「攻
める健康法」が紹介されました。
　三浦さんは「できない理由を並べてあきらめるのではなく、できるこ
とに特化して一歩ずつやっていけば夢はかなう。攻めの気持ちをもって人
生を送ってほしい」と満席となった会場に呼びかけていました。また、講
演会の終わりには、抽選による三浦さんからのプレゼントがありました。



　2011年に発足した、南アルプス市出身の首都圏在住者でつくる
「南アルプス市山梨県人会」が、東京都町田市で本年度の総会と懇
親会を開催しました。
　県人会のメンバー110人が参加し、総会のあと、中込市長が南
アルプスユネスコエコパークの理念に基づくまちづくりについて
講演したほか、ハーモニカ演奏や日本舞踊などの披露がありまし
た。
　また、農業の６次産業化に取り組んでいる、南アルプスプロデュー 
スによる市の特産品販売があり、参加者に喜ばれていました。

 南アルプス11 

５月25日

南アルプス市山梨県人会開催
東京・町田市で総会と懇親会

６月16日

芦安中学校の生徒20名が参加

芦安山岳館で４分の３成人式開催

　芦安中学校の生徒20人が参加し、南アルプス芦
安山岳館で4分の3成人式が開催されました。
　式では、中込市長が南アルプス市の魅力と将来
について話し、芦安山岳館の塩沢館長による「南
アルプスと私」と題した講演が行われました。
　生徒たちは、それぞれの話を真剣な表情で聞き、
自分の将来について思いを膨らませている様子で
した。
　また、式の終わりには3年生の代表から決意表明
がありました。

一日企業局長を体験
　　　　　　　　　

あ～おいしい　南アルプス市の水道水

６月２日

　企業局では、６月１日から７日までの水道週間の啓
発活動として、市内小学生の保護者３名を一日企業局
長に委嘱しました。
　一日企業局長は、職員から水道事業の説明を受け、
浄水場の視察を行ったほか、街頭キャンペーンとして、
市内３箇所で市民に向けて水資源の大切さや、安全で
おいしい本市の水道水を再認識してもらおうと、ＰＲ
活動を行いました。



南アルプス 12

Minamialps-City
     Information              Clip

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　

平
成
25
年
11
月
よ
り「
や
ま
な
し
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
」

の
対
象
家
庭
が
「
県
内
の
18
歳
未
満
の
子
ど
も
ま
た
は

妊
婦
が
い
る
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
」に
拡
大
し
ま
し
た
。

　

こ
の
カ
ー
ド
を
協
賛
店
舗
で
提
示
す
る
と
、
料
金
割

引
や
粗
品
贈
呈
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
25
年
10
月
末
ま
で
に
交
付
さ
れ
た
「
や
ま
な
し
子

育
て
応
援
カ
ー
ド
」

は
、８
月
31
日
を
も
っ

て
廃
止
し
ま
す
の
で
、

旧
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
は
、
新
カ
ー
ド

へ
の
更
新
を
し
て
く

だ
さ
い
。

○
旧
カ
ー
ド
利
用
期
限

　

・
平
成
26
年
８
月
31
日

○
交
付
先

　

・
子
育
て
支
援
課
、
各
支
所
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

○
持
ち
物

　

・
身
分
証
（
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

　

・
旧
カ
ー
ド

●
お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課　

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
９
３

更
新
手
続
き
は
お
済
で
す
か
？

や
ま
な
し

子
育
て
応
援
カ
ー
ド

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト　

　

具
体
的
な
建
設
予
定
地
、
基
本
理
念
や
基
本
方
針
、
導

入
機
能
や
整
備
の
考
え
方
を
示
し
た
「
南
ア
ル
プ
ス
市
新

庁
舎
建
設
基
本
計
画（
案
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

　

７
月
２
日
（
水
） 

か
ら
７
月
31
日
（
木
） 

ま
で

公
表
資
料
の
閲
覧
場
所
　

○
庁
舎
整
備
準
備
室
（
本
庁
舎
２
階 
）　　

 

○
各
支
所
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

○
櫛
形
図
書
館
内
「
市
情
報
コ
ー
ナ
ー
」

○
各
地
区
図
書
館
・
芦
安
分
館　
　

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
方
法　

　

提
出
の
際
は
、
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
を
必
ず
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
参
考
様
式
を
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

電
話
・
口
頭
で
の
ご
意
見
提
出
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

意
見
の
提
出
先　

〈
持
参
・
郵
送
〉　　

　

〒
４
０
０‐

０
３
９
５ 

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
３
７
６　

　

南
ア
ル
プ
ス
市
役
所 

本
庁
舎
２
階  

庁
舎
整
備
準
備
室

〈
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
〉（
２
８
２
）
１
１
１
２

〈
電
子
メ
ー
ル
〉

　

keikaku-pubcom
@
city.m

inam
i-alps.lg.jp

新
庁
舎
建
設
に
む
け
て
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画（
案
）の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
地
区
説
明
会
を
実
施
し
ま
す

新カード

●
お
問
合
せ
／
庁
舎
整
備
準
備
室

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
４
１
８　

◆
地
区
説
明
会　

　

新
庁
舎
建
設
の
た
め
の
地
区
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
地
区
以
外
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
多

く
の
方
が
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
種
団
体
等
に
お
い
て
ご
要
望
が
あ
れ
ば
説
明

に
お
伺
い
し
ま
す
。

地区説明会日程

開 催 日  開催時間 開  催  場  所 対象者 

7月  8日（火） 19:30 ～ 健康福祉センター 
（白根窓口サービスセンター） 白根地区 

7月10日（木） 19:30 ～ 甲西窓口サービスセンター 甲西地区 

7月11日（金） 19:30 ～ 若草生涯学習センター 若草地区 

7月16日（水） 19:30 ～ 芦安健康管理センター 芦安地区 

7月17日（木） 19:30 ～ 高度農業情報センター 
（ふれあい情報館） 八田地区 

7月18日（金） 19:30 ～ 櫛形生涯学習センター 櫛形地区 

 



南アルプス13

     ■インフォメーション・クリップ       ■インフォメーション・クリップ  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　

農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
農
業
団
体
が
推

薦
し
た
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
５
月
26

日
か
ら
次
の
委
員
の
選
任
（
異
動
）
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

【
巨
摩
野
農
業
協
同
組
合
推
薦
】

　

就
任　
　

深
澤
　
栄
則
（
藤
田
）

　　　

退
任　
　

櫻
本
　
仁
也
（
有
野
）

【
峡
中
・
南
部
農
業
共
済
組
合
推
薦
】

　　

就
任　
　

大
塩
　
力
也
（
西
南
湖
）

　　

退
任　
　

柴
田
　
武
洋
（
加
賀
美
）

農
業
委
員
会

委
員
の
異
動
が

あ
り
ま
し
た

　

今
年
度
は
、
医
療
費
等
の
動
向
、
皆
さ

ん
の
加
入
状
況
な
ど
か
ら
税
率
等
は
据
え

置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知

等
は
、
７
月
中
旬
に
世
帯
主
宛
（
法
律
上

世
帯
主
が
納
税
義
務
者
で
あ
る
た
め
）
に

送
付
し
ま
す
。

　

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
医
療
機
関
で

支
払
う
お
金
は
、
実
際
に
か
か
る
医
療
費

の
３
割
で
、
残
り
の
７
割
は
市
の
国
保
が

負
担
し
て
い
ま
す
。

　

国
保
が
負
担
す
る
医
療
費
は
、
国
の
負

担
金
等
が
半
分
、
残
り
の
半
分
は
主
に
加

入
者
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
国
保
税
等
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

平
成
26
年
度
保
険
税
率
が

決
ま
り
ま
し
た

　

８
月
１
日
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
新

し
く
な
り
ま
す
。
７
月
中
旬
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
現
在
お
使
い
の
被
保
険
者
証

は
８
月
以
降
お
使
い
に
な
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
認
定
証
に
つ
い
て

も
更
新
し
ま
す
。

◇
平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料
率
は…

　
　

均
等
割
額　

４
０
、４
９
０
円

　
　

所
得
割
率　

７
・
８
６
％

●
お
問
合
せ
／
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
４
８　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

被
保
険
者
証
の

更
新
に
つ
い
て
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保 険 証
100歳祝

お

めでとう！

鷲森   善三さん（在家塚）

 

計算方法 医療分 支援金分 介護分 

所得割 世帯の所得に応じて計算 5.80％ 2.35％ 1.60％

均等割 加入者数に応じて計算 25,000円 8,600円 9,500円

平等割 １世帯あたり 23,000円 7,800円 8,500円 

※介護分は、40歳以上65歳未満の人のみ

●
お
問
合
せ
／
国
保
年
金
課　

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
４
８

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
！

〜
お
薬
代
が
安
く
な
り
ま
す
〜

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は「
後
発
医
薬
品
」と
も
呼
ば
れ
、新
薬（
先

発
医
薬
品
）
の
独
占
販
売
期
間
が
終
了
し
た
後
に
販
売
が
許
可
さ
れ
る

医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬
と
違
い
、
開
発
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
分
、

新
薬
の
３
〜
５
割
程
度
安
く
な
る
場
合
が
多
く
、
薬
代
の
支
払
い
が
少

な
く
て
済
み
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
り
国
保
の
医
療
費
も
削
減
で
き
、

翌
年
の
保
険
税
に
も
影
響
し
て
き
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
と
き
は
、
医
師
に
相
談
し
、
そ

の
選
択
や
使
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

（薄紫色）
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ふるさとの

南アルプス

　

南
ア
ル
プ
ス
の
前
衛
巨
摩
山
地
が
連
な
る
山
方
や
根
方
は
、動
植
物
に

富
み
古
く
か
ら
山
の
恵
み
が
豊
か
な
地
域
で
し
た
。こ
う
し
た
山
の
資

源
を
背
景
と
し
て
太
古
に
は
縄
文
文
化
が
花
ひ
ら
き
、水
煙
土
器
と
呼

ば
れ
る
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
土
器
や
世
界
的
に
有
名
な
円
錐
形
土

偶
が
作
ら
れ
ま
し
た
。山
方
の
芦
安
で
は
、狩
猟
が
生
活
の一
部
だ
っ
た
た

め
、雪
上
を
歩
く
輪
か
ん
じ
き
が
作
ら
れ
ま
し
た
。輪
か
ん
じ
き
は
山
の

資
源
で
あ
る
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
樹
木
や
ツ
ル
が
使
わ
れ
、大
正
時
代
に
は
年

間
１
万
足
も
製
作
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
さ
に
山
方
を
代
表
す
る
デ
ザ

イ
ン
の
一
つ
で
す
。

　

山
方
か
ら
流
れ
下
る
河
川
に
よ
っ
て
、下
流
に
は
か
ん
ば
つ
地
帯
と
な

る
扇
状
地
が
作
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。月
夜
の
光
で
土
地
が
焼
け
つ
く
と

ま
で
呼
ば
れ
た
原
方
で
は
畑
作
が
中
心
と
な
る
た
め
、石
や
砂
利
を
深

く
耕
す
た
め
の
踏
み
鋤
が
発
展
し
、ヤ
ン
ギ
ョ
ウ
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
形

態
を
持
つ
道
具
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

扇
状
地
を
作
り
出
す
御
勅
使
川
や
釜
無
川
は
暴
れ
川
と
し
て
の一
面

を
も
って
い
た
た
め
、治
水
技
術
が
培
わ
れ
ま
し
た
。竹
で
編
ん
だ
籠
に
石

を
詰
め
た
竹
蛇
籠
と
そ
の
技
術
は
、河
川
の
洪
水
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た

上
高
砂
に
今
も
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。御
勅
使
川
の
氾
濫
に
よ
って
扇
状

地
に
運
ば
れ
た
の
は
石
や
砂
、そ
し
て
粘
土
で
し
た
。加
賀
美
は
ち
ょ
う

ど
原
方
か
ら
田
方
へ
切
り
替
わ
る
地
域
で
、粘
土
が
採
れ
る
上
に
水
が

豊
富
な
こ
と
か
ら
、江
戸
時
代
よ
り
瓦
の
生
産
地
と
な
り
ま
し
た
。

約
七
０
０
年
前
の
色
！

原
方
の
必
需
品
！

こ
れ
が
聖
牛（
せ
い
ぎ
ゅ
う
）！ヤンギョウ

ゴボウや大根など根が深く入る畑作物を植える
ため、牛の角のような刃を地面に突き刺し、土を
起こし上げる道具。江戸時代に現在の形に改良
されたと考えられ、主に畑作が中心であった原方
で使われていた。

加賀美の瓦
享保元年に遠藤弥市右衛門が瓦生産を始めた
と伝えられる。加賀美は御勅使川が運んだ良質
な粘土と豊富な湧水、西山で燃料の薪が確保で
きるなど瓦生産に適した土地であった。江戸時代
後期には甲府城修復にも使われた。現在は観光
用にデザインされた鬼面瓦を瓦会館で作ること
ができる。

竹蛇籠
竹蛇籠は竹で編んだ籠に石を詰め、堤防の補
強や聖牛の重しとして利用された。鉄線と比べ
て耐久性が劣るため、現在はほとんど作られて
いないが、環境や景観の観点から今また見直さ
れている。

木製漆椀　鎌倉時代
甲西バイパス下の大師東丹保遺跡から出土し
た漆塗りの椀。ウリ類が描かれたユニークなデ
ザイン。

もくせいうるしわん

たけじゃかご

田
田原 方

原
方

→

m
ad

e in M
IN

A
M

I-A
LPS C

ITY

先
人
は
西
郡
と
呼
ば
れ
た
市
域
を
四
つ
に
分
け
、山
岳
地
域
を「
山
方
」、山
裾
の
地
域
を「
根
方
」、御
勅
使
川
な
ど
が
砂
や
石
を
運
ん
で
作
ら
れ
た
扇
状
地
を「
原
方
」、

釜
無
川
で
削
ら
れ
た
低
い
地
域
を「
田
方
」と
呼
ん
で
き
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
は
、風
土
と
そ
れ
に
合
わ
せ
た
く
ら
し
と
道
具
、そ
れ
に
伴
う
デ
ザ
イ
ン
が
生
み
出

さ
れ
ま
し
た
。各
々
の
風
土
で
培
わ
れ
た
ユニ
ー
ク
な「
モ
ノ
」を
、近
年
注
目
の
集
ま
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

風
土
が
生
ん
だ
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン

に
し
ご
お
り

や
ま
が
た

ね 

が 

た

は
ら
が
た

た 

が 

た

す
い
え
ん    

ど    

き

え
ん
す
い
け
い    

ど

ぐ
う

す
き

た
け
じ
ゃ
か
ご
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句
俳

暑
き
日
や
今
語
り
継
ぐ
空
襲
展
　
　
　
　
　
今
井  

も
と
ゑ
（
荊
沢
）

あ
け
く
れ
の
一
羽
お
く
れ
て
島
帰
る
　
　
　
市
川  

恵
伊
子
（
荊
沢
）

ね
ぎ
坊
主
破
裂
し
そ
う
な
日
の
さ
か
り
　
　
伊
藤  

喜
代
子
（
江
原
）

青
田
風
め
く
り
見
て
い
る
農
日
記
　
　
　
　
大
木  

雅
江
（
宮
沢
）

万
緑
や
山
が
と
り
ま
く
湖
ひ
と
つ
　
　
　
　
込
山  

幸
江
（
西
南
湖
）

竹
の
皮
脱
ぐ
静
け
さ
に
山
暮
る
る
　
　
　
鶴
田  

清
子
（
宮
沢
）

合
歓
の
花
覚
む
れ
ば
忘
る
夢
ば
か
り
　
　
井
上  

光
子
（
宮
沢
）

青
嵐
軒
に
乾
き
し
桶
一
つ
　
　
　
　
　
　
小
野  

幸
男
（
中
野
）

梅
雨
空
へ
雨
乞
い
神
へ
放
水
す
　
　
　
　
入
倉  

東
洋
（
中
野
）

大
甕
を
敲
け
ば
響
く
音
涼
し
　
　
　
　
　
坂
本  

み
つ
い
（
鏡
中
条
）

む
か
し
む
か
し
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
！

昔
の
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
！

伊
勢
型
紙
を
使
用
！

と
っ
て
も
キ
ュ
ー
ト
！

現代に
活かさ

れる

デザイン

輪かんじき
雪上を歩くための道具。雪山での猟など
に使われた。ヒノキの枝を煮て柔らかく
し、型に入れ外枠を作った。芦安の特産
品であった。ＮＰＯ芦安ファンクラブで復
活への取組みが始められている。

江戸小紋
江戸時代、大名の裃の模様を染める技術
から始まる。内田秀一によって下高砂に伝
えられた。江戸小紋の特徴は柄の繊細さ
で、近くで見ると柄が現れるのが「粋」とさ
れた。重要な工程である糊を洗い流す作
業は、釜無川で行われていた。
/内田一雄作

水煙土器　縄文時代中期
曲輪田の北原Ｃ遺跡から出土した縄文土
器。水の煙を思わせる流れるような美しい
曲線で装飾されている。

甲州武者のぼり

Ｍなび発信版

土偶ちゃんパン/
ベーカリー ルーブル 

古市場で染物店を営む井上家は、江戸
時代後期、水の豊富な宮沢の地で藍染
を始めたと伝えられる。現在は７代目。武
者のぼりや鯉のぼりなどが今でも伝統的
な手法で染められている。10年前までは
釜無川でも糊落としが行われていた。
/歴代当主作

すいえんどき

釜

山
方

無
川

根
方

　
加
賀
美
の
瓦
は
甲
府
城
の
修
復
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
さ
に

甲
斐
国
の
屋
根
を
支
え
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

加
賀
美
の
南
の
田
方
は
水
が
湧
出
す
る
地
域
で
し
た
。そ
の
た
め
大

師
の
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
の
漆
塗
り
の
椀
は
、水
に
覆
わ
れ

た
が
ゆ
え
に
約
七
〇
〇
年
後
の
今
で
も
そ
の
デ
ザ
イ
ン
を
色
鮮
や
か
に
残

し
て
い
る
の
で
す
。田
方
を
作
り
だ
し
た
釜
無
川
は
水
量
が
豊
富
な
た
め
、

染
物
の
工
程
で
は
欠
か
せ
な
い
糊
を
落
と
す
作
業
場
と
し
て
選
ば
れ
、藍

染
や
江
戸
小
紋
の
技
術
を
育
み
ま
し
た
。

　

山
方
、根
方
、原
方
、田
方
、そ
れ
ぞ
れ
の
風
土
か
ら
生
ま
れ
た
道
具
や

技
術
は
、南
ア
ル
プ
ス
市
が
誇
る
デ
ザ
イ
ン
そ
の
も
の
で
す
。こ
れ
か
ら
の

新
た
な「
モ
ノ
づ
く
り
」に
活
か
さ
れ
る
ヒ
ン
ト
が
い
く
つ
も
秘
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

文
・
資
料
／
文
化
財
課　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
６
９

あ
お
た 円錐形土偶

あ
お
あ
ら
し

あ
ま
ご

お
お
が
め

た
た

ね
む

さ
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今
か
ら
始
め
る
、
脳
い
き
い
き
生
活
！

　

残
念
な
が
ら
現
在
の
医
療
で
は
認
知
症
を
治
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。  

　

し
か
し
、
近
年
の
研
究
で
は
、
発
症
を
遅
ら
せ
た
り
、
症
状
を
軽
減

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
認
知
症
の

原
因
で
一
番
多
い
と
い
わ
れ
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
、
認
知
症
の
症

状
が
出
て
く
る
ま
で
に
20
年
の
歳
月
が
か
か
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
て
も
脳
の
中
は
徐
々
に
変
化
し
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

認
知
症
を
防
ぐ
に
は…

認
知
症
は
脳
の
障
害
に
よ
る
病
気
で
、
65 
歳
以
上
の
10
人
に
１
人
が

認
知
症
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
南
ア
ル
プ
ス
市
に
お
い
て
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
福
祉
基
礎
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
26
年

４
月
１
日
現
在
、
市
内
の
65
歳
以
上
の
人
口
約
１
万
７
千
人
の
う
ち
、

約
２
千
人
が
認
知
機
能
の
低
下
が
あ
り
、
お
よ
そ
９
人
に
１
人
が
認

知
症
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
う
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　

認
知
症
っ
て
な
に
？ 

　

予
防
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

そ
ん
な
疑
問
に
お
答
え
す
る
た
め
に
、
認
知
症
予
防
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

認
知
症
予
防
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

認
知
症
予
防
講
演
会
　

　 

も
っ
と
知
り
た
い
！ 

認
知
症
予
防

開
催
日　

７
月
11
日
（
金
）

時　

間　

午
後
７
時
〜

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講　

師　

心
理
学
博
士  

宇
良
千
秋 

氏

　
　
　
　
（
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
）

申　

込　

電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ　

※

参
加
無
料

　　
　

講
演
会
終
了
後
、
参
加
さ
れ
た
65
才
以
上
の
方
を
対
象
に
、

　

仲
間
と
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
取
り
組
め
る
、
認

　

知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し

　

ま
す
。

教
室
の
ご
案
内
（
概
ね
65
才
以
上
対
象
）

９
月
16
日
（
火
）
運
動
に
着
目
し
た
元
気
な
カ
ラ
ダ
づ
く
り
講
座

10
月
20
日
（
月
）
櫛
形
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
体
験
し
、

　
　
　
　
　
　
　

秋
の
紅
葉
を
楽
し
も
う
！

11
〜
12
月
（
火
）
毎
週　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
脳
ト
レ
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
対
象
70
才
以
上
）

11
月
20
日
（
木
）
食
生
活
に
着
目
し
た
元
気
な
カ
ラ
ダ
づ
く
り
講
座

12
月
18
日
（
木
）
健
康
は
お
口
か
ら
。
口
腔
ケ
ア
に
着
目
し
た

　
　
　
　
　
　
　

元
気
な
カ
ラ
ダ
づ
く
り
講
座

※

詳
細
は
、
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【お問合せ】　介護福祉課　℡（282）7347　　  （282）6189
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応急処置

　登
山
道
を
歩
い
て
い
る
と
色
々
な
花
た
ち
に
め
ぐ
り
会
い
ま
す
が

櫛
形
山
で
は
、こ
の
小
さ
な
白
い
花
が
登
山
道
の
ま
わ
り
に
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
咲
い
て
い
る
か
ら
、
き
っ
と
珍
し
く
も
な
い
だ
ろ
う
と
気
に
も
せ
ず
見
過
ご

し
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
名
前
は
シ
ロ
バ
ナ
ノ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
。

も
ち
ろ
ん
、
赤
く
て
イ
チ
ゴ
の
よ
う
な
実
が
な
り
ま
す
。

野
山
に
小
さ
な
イ
チ
ゴ
園
が
出
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

先
を
急
ぐ
こ
と
も
だ
い
じ
で
す
が
、
何
気
な
い
花
や
風
景
に
ち
ょ
っ
と
足
を
止
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
気
持
ち
が
と
っ
て
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
と
思
い
が
け
な
い
発
見
も
出
来
ま
す
。

登
山
道
の
周
り
に
広
が
る
小
さ
な
楽
園
を
見
て
、

山
を
歩
く
楽
し
さ
を
見
つ
け
て
み
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

さとやま
日 記

櫛
形
山
の
自
然 

〜
里
の
風
景
、
小
さ
な
命
の
営
み
〜

登
山
道
、
花
た
ち
と
の
楽
し
い
出
会
い

文・写真／ユネスコエコパーク推進室

 SATOYAMA  DIARY

山
に
出
か
け
る
絶
好
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

下
界
の
暑
さ
か
ら
逃
れ
て
、

櫛
形
山
で
の
ん
び
り
心
地
よ
い
風
に
吹
か
れ
て
み
て
は
。
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M
　当館所蔵の春仙作品の中から、大正新版画運動における役者絵版画の
代表作や肉筆画など選りすぐりの作品と、山梨県出身および南アルプス
市在住の女流画家たちの作品を展示しています。

「名取春仙と山梨の女流画家たち」展
７月27日（日）まで

美 術 館
Museum Information
M i n am i - A l p s  C i t y

【お問合せ】南アルプス市立春仙美術館　℡（282）6600　 　（282）6601

開館時間　9:30 ～ 17:00 ( 入館は 16:30 まで )
入  館  料　一般 300 円　大高生 250 円　中小生 150 円　
　　　　　＊20 名以上団体料金 2割引
休  館  日　月曜日、祝日の翌日 大谷友右衛門

八犬伝の伏姫

開館時間と休館日
  ☎（280）3300

7･14･22･28･31日休  

白根桃源図書館 ☎（284）6010  
さわかく 図書館 ☎（283）1501

  

館八田ふれあい図書 ☎（285）5010

 

甲西図書館 ☎（282）7291
芦安分館の開館日
☎（282）7285
1･4･8･11･15･18･22･25･29日
開館時間　13：00～17：00月 の 催 し 物 案 内７ 

白

白櫛

図 書 館

監修／松原 始
出版社／PHP研究所　

『カラスのひみつ   』 

雲のすべてがわかる本  』

       

 

一般書新刊案内

児童書新刊案内

監修・写真 ／武田 康男 
　　 出版社／成美堂出版

八

わ

櫛形図書館

甲

　さまざまな形、種類
の雲を 150枚以上の写
真で紹介し、雲のでき
方やしくみのほか、雲
の形や、その動きから
読み取ることができる
天気の変化を解説する。
海外で見られるすごい
雲の写真も掲載。

　日本人にとって、と
ても身近な鳥であるカ
ラス。カラスの生態か
ら、体のふしぎ、敵対
的行動のパターンまで、
知られざるカラスの実
態を、イラストを中心
にやさしく紹介する。

『

わ甲

原  壽美「藤もみじ」

八

わ甲

※１ 櫛形図書館では試行的に７/23（水）～８/８（金）の間、時間を延長して開館します。

M i n am i - A l p s  C i t y

7･14･21･28･31日休

平日9:30～19:00　土・日･祝日9:30～17:00
　

平日9:30～18:00　土・日9:30～17:00

１日(火）　　　　8日(火)　　　10日(木)　　　　16日(水)　　　　18日(金)　　　　
22日(火）　　　　23日(水)　　　　24日(木)　　　　

5日(土)　　　　12日(土)　　　　19日(土)　　　　26日(土)　　　　 10:30～
14:00～

13:30～

13:30～

場  所 時  間
櫛 形 13:30～

わかくさ 13:30～

白 根 10:00～

甲  西 8月  5日(火)

櫛形 8月  6日(水)

八  田

八 田        24日(木) 10:00～

白 根 　  25日(金) 10:00～

甲 西 8月  6日(水) 14:00～

朗読会「おたのしみ処」　12日(土）

8月  1日(金)

8月  7日(木)
夏休み科学実験あそび
「スライムをつくろう！」

※「安藤家住宅で昔あそびとおはなし会」 は7月1日、その他の申込は7月6日から、参加する図書館で受付

夏休みの催し物　※申し込みが必要です。

詩を楽しむ会
「詩を読もう　詩を作ろう」
講師　齊藤順子氏

内  　　容 日

9:30～

読書感想文おたすけ隊
「読書感想文の書き方教室」
講師：中島葉子氏
       ［小1～小4対象：甲西/八田］
       ［小5～中3対象：櫛形］

文化財課合同
「安藤家住宅で昔あそびとおはなし会」

おはなし会 0.1.2.  【乳幼児向けのおはなし会】

毎週土曜日

24日(木)

25日(金)

10:30～

おはなし会  【幼児から小学校中学年向けのおはなし会】

環境課合同　子ども環境講座
「ペットボトルエコライトをつくろう」
小学生対象　１・２年生は保護者同伴

朗読会

朗読会「やすらぎ亭」    　19日(土）

白八

わ

八

※１

櫛
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総人口　　        　72,980人    (＋  2)
　男　　　　　　　35,950人　 (－13)

　女　　　　　　　37,030人 　  (＋ 15)

　世帯　　　　　　26,598世帯 (＋ 23)

＜外国籍人口　　

 

 　879人    (＋ 4)＞

　 
平成26年6月1日現在（対前月比）

今月の   
表紙　

No.136南アルプス広
報

子どもの写真を募集しています。

 

　　　

ALPS KIDS

　 父・修平　母・沙緒（小笠原）

に こ

伊藤  虹心

あ  る  ぷ  す  キ  ッ  ズ
短いコメントを添えて広報担当まで送ってください。

　

ちゃん

　 父・勇司　母・ゆり（百々）

　南アルプス市の雄大な自然と旬のフルーツを堪能しながら、
南伊奈ヶ湖やウェスタンラインを舞台に競うトライアスロン大会
を開催します。ゴール会場には、各種出展もありますので大会
に参加されない方も応援をしながら楽しんでいただけます。

開催日　７月１３日（日）
定　員　個人２５０名、キッズ各３０名、ひよこ５０名
参加料　 個人１７，０００円　キッズ３，０００円　ひよこ1,000円

※レース当日、バイク移動区間、バイクコース、ランコースは交通
　規制を行います。市民の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご
　理解とご協力をよろしくお願いいたします。
◇参加者へのお土産／フルーツの詰め合わせ　すもも、もも
◇各種出展
　から揚げ、チョコバナナ、アイス（プロディース）、パン、
　かき氷、飲みものなど
【申込・お問合せ】

トライアスロンLUMINA ℡０３（５７９１）１１７１

（１歳）

　■今月のイベント CLOSE UP

第２回 南アルプス
フルーツトライアスロン大会

　 父・久　母・晴代（東南湖）

2人の笑顔が大好きです♡
これからも、仲良く元気に育ってね♡

まいか

網倉  苺花ちゃん
ゆうか

        優花
（７歳）

ちゃん（３歳）

いつもニコニコ
笑顔でいられますように!!

産まれてくれてありがとう。
元気で優しい子に育ってください。

これからも2人仲良く
すくすく育ってね！

だいと

深澤  大都くん
ぶんと

        文都
（３歳）

くん（１歳）

かいと

酒井  開斗くん（４ヵ月）

　 父・将太　母・英里（飯野）

開催日　８月２日（土）　　
時　間　１６：００～２１：００　
場　所　 櫛形総合公園
内　容　 新鮮な農産物直売、
　　　　 県外Ｂ級グルメ、花火、
　　　　 ヒップホップダンス、
　　　　 吉本お笑い芸人ショー
　　　　  妖怪ウォッチ ジバニャン バラエティーショー
※当日は大変混雑が予想されますので、車でのご来場の方は乗り
　合わせにご協力ください。

【お問合せ】観光商工課　℡（２８２）６２９４

南アルプス山麓
サマーフェスティバル2014
　南アルプス市のフルーツ最盛期に開催される、市内最大級の
イベントをご家族一緒に楽しみませんか。

　■CATVによる市行政番組の放送について
　各地区別の行政番組のチャンネルと放送時間は次のとおりです。
　＜八  田＞　     チャンネル101　22:00  土曜更新
　＜白根・芦安＞ チャンネル101　10:00、15:00 、22:00  木曜更新
　＜若草・櫛形＞ チャンネル111　14:00、19:00 、22:00  木曜更新
　＜甲  西＞　     チャンネル111　10:00、22:00  金曜更新
　【お問合せ】秘書課　℡（282）6037

　たくさんの人で賑わう
北岳山頂。６月にユネスコ
エコパーク（生物圏保存
地域）に登録された記念
に掲載しました。

写真提供／廣瀬和弘

参加無料
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平成26年７月号

お  知  ら  せ

善意をありがとう

　選挙管理委員として功績のあっ
た個人が表彰されました。(敬称略)
全国市区選挙管理委員会連合会
一般表彰　　飯島　四郎(榎原)

　福祉のために役立ててほしいと、
次の方からご寄付をいただきました。
　ありがとうございました。
ふれあい歌謡祭
長澤　正文(桃園)　　 32,161円

　公平委員の新体制についてお知
らせします。　　　　　　(敬称略)

委員長　　　河西　一三(藤田)
職務代理者　小松　重和(下宮地)
委　員　　　清水　茂彦(飯野)

(平成26年５月31日現在)

お問合せ／総務人事課
(282)1111　　(282)1112

　教育委員の新体制についてお知
らせします。　　　　　　 (敬称略)

委員長　　　新津　元(荊沢)

職務代理者　飯野　章(藤田)

委　員　　　渡邊　次朗(在家塚)

　　　　　　大堀　卓(徳永)

教育長　　　横小路　允子(上宮地)

 (平成26年６月１日現在)

お問合せ／教育総務課
(282)7777　　(282)6427

　選挙管理委員の新体制についてお
知らせします。 　　　　　(敬称略)

委員長　　　清水　紀久雄(上高砂)
職務代理者　飯島　四郎(榎原)
委　員　　　小野　站弘(在家塚)
　　　　　　伊東　健治(芦安安通)

(平成26年6月4日現在)

お問合せ／
　選挙管理委員会事務局
(282)1111　　(282)1112

　７月は｢社会を明るくする運動｣
の強調月間です。
　犯罪や非行の防止と、罪を犯し
た人たちの更生について理解を深
め、犯罪や非行のない地域社会を
築こうとする全国的な運動です。
　安全で安心して暮らせる“明る
いまちづくり”をめざしましょう。
行動目標
①犯罪や非行をした人たちの立ち
　直りを支えよう
②犯罪や非行に陥らないよう地域
　社会で支えよう
③これらの点について、地域社会
　の理解と協力の輪を広げよう
お問合せ／
　みんなでまちづくり推進課　
　(282)6493　　(282)6449

　対象税目は次のとおりです。
固定資産税(第２期)
国民健康保険税(第１期)
後期高齢者医療保険料(第１期)
介護保険料(第１期：普通徴収)
※口座振替で納める方は、口座残
　高をご確認ください。

第64回「社会を明るく
する運動」強調月間

教育委員の
新体制について

今月の納期限は
７月31日です

表彰＆優勝　

公平委員の
新体制について

選挙管理委員の
新体制について
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　子どもの入進学に必要な資金計
画はお済みですか？
　大学や高等学校に入進学する際
には、入学金・授業料のほか、施
設設備費や制服代などの経費が必
要です。
　県では、母子・寡婦家庭のお子
さんの入進学に必要な資金計画に
ついてご相談に応じています。
　まずはお早めにご連絡ください！
【貸付限度額の例】
(私立大学・自宅外通学の場合)
○修学資金　月額64,000円
※日本学生支援機構の奨学金との
　併用はできません。
○就学支度資金　59万円
お問合せ／県中北保健福祉事務所 

福祉課　℡(237)1381

　５月２日に発生したプール側板
部分の破損により現在利用を休止
しています。今後、プールを安全
に運営するには大規模な改修を行
う必要があるため、早急に対応す
ることが困難な状況です。
　プール再開を含めた運営方法に
ついては協議を行い、市のホーム
ページおよび広報で周知しますの
で、利用者の皆様にはご理解とご
協力をお願いします。
※温泉施設については通常どおり
　営業していますので、ご利用く
　ださい。
お問合せ／観光商工課

℡(282)6294

　宝くじの収益金は市町村の明るく
住みよいまちづくりに使われます。
１　等　４億円×26本
前後賞　各１億円×52本
※発売総額780億、26ユニット
　の場合
発　売　７月４日(金)～２５日(金)
抽選日　８月５日(火)

母子・寡婦家庭の
みなさんにお知らせ

　サマージャンボ宝くじ
１等前後賞合わせて６億円

 法律の一部改正により、平成26
年4月からの児童扶養手当が次の
とおり変更されました。
　なお、第２子加算(5,000円)お
よび第３子以降加算(3,000円)に
ついては変更ありません。
【改定前】（月額）
全部支給　41,140円
一部支給　41,130円～9,710円
【改定後】（月額）
全部支給　41,020円
一部支給　41,010円～9,680円
お問合せ／子育て支援課
(282)7293　　(282)6095

　７月１日(火)から申請の受付を
開始します。
　６月末に給付対象見込みの方へ
申請書を発送しましたので、同封
の返信用封筒にて返送してくださ
い。
申請期間　
　７月１日(火)～10月１日(水)
提出書類　申請書、本人確認書類、
　指定した口座が確認できる書類
※子育て世帯臨時特例給付金で、
　児童手当受取り口座を指定する
　場合は、口座確認書類の提出は
　不要です。
※この給付金は一回限りです。
“振り込め詐欺”や“個人情報詐取”
にご注意ください。
○市町村や厚生労働省などがATM
　（銀行・コンビニなどの現金自動
　支払機）の操作をお願いするこ
　とはありません。
○ATMを自分で操作して、他人か
　らお金を振り込んでもらうこと
　はできません。
○市町村や厚生労働省などが、「臨
　時福祉給付金」や「子育て世帯臨
　時特例給付金」を支給するために、
　手数料の振込みを求めること等は
　ありません。
お問合せ／福祉総合相談課

　℡(282)7223
　　　　　子育て支援課

　　℡(282)7293

　

受付時間　9:00～11:00
・実施日に都合が悪い場合は、必
　ず事前にご連絡ください。
・代理の方の場合は後日、本人に
　連絡します。
・母子手帳交付時に、妊婦一般健
　康診査受診票も交付します。
お問合せ／健康増進課
(284)6000　　(284)6019

　市内の家庭から出る粗大ごみ・
有料ごみの収集をします。
　可燃粗大ごみ・不燃粗大ごみ・
有料ごみを同時に収集します。
　可燃部分と不燃部分に分別して
ご持参ください。
実施日　７月19日(土)　若草会場
※詳しくは家庭ごみ収集カレンダー
　15ページでご確認ください。
お問合せ／環境課
(282)6097　　(282)6096

　次のみなさんが障害者相談員に
委嘱されました。
　障害のある方やその家族からの
相談に秘密厳守で応じます。

(敬称略)
芦沢茂夫(十五所)　身体(肢体)

　℡(267)8666
東條芳彦(曲輪田)　身体(視覚)

℡(284)3536
小澤成子(大師)　　身体(聴覚)

 (284)4858
松本敬子(古市場)　知的

　℡(284)5326
中込久美(在家塚)　知的

　℡090(4434)0643
お問合せ／福祉課
(282)6197　　(282)6095

粗大ごみ収集のお知らせ

７月の健康相談・
母子健康手帳交付

障害者相談員について

臨時福祉給付金・子育て
世帯臨時特例給付金

児童扶養手当額について

さくらの里市民プール
利用休止のお知らせ

場  所 実施日 

健康福祉センター 

(かがやきセンター) 

 　２日
 ９日
 16日
 
水 

23日
30日
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　うるおいとやすらぎを与えてく
れる住環境づくりや、震災に強い
まちづくりをめざして、花壇・生
け垣の設置を積極的に推進してい
ます。
補助基準
　個人が居住するために所有また
は管理する宅地で、公道に面した
部分に設置する花壇・生け垣の事
業について補助します。
　また、花壇・生け垣を新設する
ため、既存のブロック塀等の取り
壊しについても対象となります。
※延長５ｍ以上、幹を道路境界線
　から0.6ｍ以上離すなど、市で
　定めた基準がありますので、申
　請前に連絡をお願いします。　
　なお、設置してからの申請(事前
　着工)は認められませんのでご注
　意ください。
お問合せ／みどり自然課
(282)7259　　(282)6279

　夏休み期間中、下記のとおり芦
安プールの一般開放営業を行いま
す。
営業日　７月25日～８月24日
　７月、８月の土・日・祝日
時　間 13:00～16:00
料　金 100円(市民)
お問合せ／体育協会　

℡(236)8555

　これからの季節、子どもたちは花
火遊びをする機会が多くなります。
　小さなお子様が花火遊びをする
時は、ルールを守って楽しい“花
火遊び”になるように、保護者の
ご指導をお願いします。
○燃えやすいものの近くではしない。
○音や煙が迷惑にならない場所と
　時間、風向きを選ぶ。
○水バケツを用意して、ルールを
　守って遊ぶ。
○後片付けをしっかり行なう。
お問合せ／予防課
(282)7219　　(284)6071

　市では小中学校、特別支援学校
の小中学部に在籍する子どもが３
人以上いる保護者に対して、学校
給食費を助成しています。
　学校を通じて「学校給食費助成
金支給請求書」を配付しますので、
対象者は申請してください。
 平成26年度定額支給額
(３人目以降の児童・生徒が対象)
小学生　年間12,100円／１人
中学生　年間13,200円／１人
※他の制度で学校給食費の給付を 
　受けている場合は、その給付額
　を除きます。
※年度内に学校給食費が完納され
　なかった場合は支給できません。
お問合せ／教育総務課
(282)7777　　(282)6427

　夏に向けて、暑さからの開放感
や疲労などにより交通事故の多発
が懸念されます。
　ひとり一人がルールを守り、交
通マナーの向上に努めましょう。
お問合せ／
　みんなでまちづくり推進課
(282)6493　　(282)6449

開催日　７月29日(火)
時　間　13:00～16:00
場　所　桃源文化会館
参加企業　30社(予定)
資　格　市内在住求職者
※申込不要、参加費無料、履歴書
　持参
合同就職面接会に伴う参加企業の
募集について
資　格　市内に事業所または支店
　がある求人企業
　(参加企業は、ハローワークへの
　登録が必要)
申込期限　７月８日(火)
お問合せ／市地域雇用創造協議会

℡・　(225)5370

 募集職種１
・事務職　18名程度
・消防職　１名程度　
受　付
　７月23日(水)～８月６日(水)
※募集案内は７月９日(水)から総 
　務人事課、各支所窓口サービス
　センター、消防本部管理課(消防
　職のみ)で配布します。
一次試験　９月21日(日)　9:00～
場　所　桃源文化会館
 募集職種２
・司　書　１名程度
・文書事務員（障がい者を対象）

　１名程度　
・技　師(一級建築士)　１名程度
・保育士　１名程度
・保育士(職務経験者)　１名程度
・保健師　１名程度
受　付　９月３日(水)～17日(水)
※募集案内は８月20日(水)から総
　務人事課、各支所窓口サービス
　センターで配付します。
一次試験　10月19日(日)　
　　9:00～(司書、文書事務員、技師)
　13:30～(保育士、保健師)
場　所　地域防災交流センター
申込・お問合せ／総務人事課

℡(282)6084

　統計グラフの作成を通して、統
計を活用し、親しんでもらうため
「統計グラフコンクール」を開催
します。
資　格　小学生～一般(6部門)
課　題　自由
受　付　９月４日(木)まで
応　募　郵送または持参
　〒400-8501
　甲府市丸の内1-6-1
　(県民会館８階)
　県企画県民部統計調査課　宛
お問合せ／山梨県統計調査課

℡(223)1340

花壇・生け垣補助制度を
ご利用ください

学校給食費助成金制度
について

第62回山梨県統計グラフ
コンクール作品募集

　募　集

芦安プールの
利用について

花火の季節になりました

交通ルールの遵守と
マナーの向上を！

求職者と求人企業の合同
就職面接会

平成27年度採用
市職員採用試験案内



　姉妹都市より、13名(男子2名、
女子8名、引率者4名)の中学生訪
問団が南アルプス市を訪れます。
　短い期間ですが、一緒に思い出
作りをしませんか。
期　間　９月25日～10月１日
　　　　(７日間)
対　象　小学６年生～中学３年生
　がいる家庭
締　切　７月10日(木)　
要　件　宿泊と朝食・夕食の提供
　(平日)訪問団は協会が運営する
　　　　スケジュールに参加。
　(土日)ホストファミリーと過ごす。
申　込　申請書を市内小中学校ま
　たは、下記事務局へ提出
申込・お問合せ／市国際交流協会

　℡(280)8345

　親子で楽しく調理実習をして、
バランスの良い食事について学ん
でみませんか？
開催日　８月２日(土)
時　間　10:00～
場　所　健康福祉センター
対　象　市内在住の保育園児また
　は小学生親子
定　員　18組(先着順)　
締　切　7月10日(木)
申込み・問い合わせ／
　市食生活改善推進員会
　畔上(あぜがみ)  ℡(284)1883

　手芸・絵画・書道・文芸・工
芸・陶芸等の作品を募集します。
募集期間　７月22日～31日
※１人（１グループ）１作品
※いずれも作品の規定のサイズが
　ありますので、詳しくはお問合
　せください。

お問合せ/福祉課
(282)6197　　(282)6095

　平成25年度日赤社費へのご協力、
ありがとうございました。
　総額15,322,839円を日本赤十
字社山梨県支部へ送納しました。
　日本赤十字社の行う各事業は、
赤十字の活動に賛同いただいた社
員からの社費によって実施されて
います。
　国内外への人道的事業が強力に
実施されるよう、皆様のご理解と
ご協力をお願いします。
募集時期　７月～８月
お問合せ／福祉総合相談課
　(282)7223　　(282)6095

　市、ハローワーク甲府、商工会
による企業ガイダンスの参加企業
を募集します。
開催日　10月15日(水)
時　間　13:00～16:00
募集数　30社(先着順)
申　込　８月１日(金)～
参加費　無料
※観光商工課および市ホームペー
　ジにある参加申込書を提出して
　ください。
申込・お問合せ／観光商工課

　　℡(282)6294

　市が実施する緑のカーテン普及
活動にご協力いただける、ボラン
ティアを募集します。
　ボランティアの主な活動内容は、
公共施設への緑のカーテン設置や、
巡回視察への参加、挿し芽講習会
や、報告会などの運営協力です。
　緑のカーテンに興味・関心のあ
る方はお気軽に申込ください。
対　象　市内在住者
申込・お問合せ／みどり自然課
(282)7259　　(282)6279

 家族がもしかして認知症かも、認
知症の家族の介護がつらい、近所
の認知症の人にどう接すればいい
のかなど、ひとりで悩んでいませ
んか？
　認知症の人と家族の会「やまび
この会」が、相談をお受けします。
　個人でもグループでも結構です。
開催日　７月20日(日)
時　間　13:30～16:30
場　所　健康福祉センター
※予約をしてお越しください。
申込・お問合せ／やまびこの会
　名取　℡080(1091)8841

　第1回サポステ移動相談会開催
開催日　7月9日(水)
時　間　13:30～16:00
対象者　就職に意欲のある15歳～
　39歳までの方とそのご家族
場　所　甲西窓口サービスセンター
内　容　専門スタッフによる仕事・
　自立・進路等の無料相談
申込・お問合せ／
　県若者サポートステーション

℡(230)2239

　土地の境界問題に関する相談を、
土地家屋調査士と弁護士が協力し
てお受けします。
受　付　毎週月～金曜日(祝日除く)
時　間　9:00～12:00
　　　　13:00～16:00
場　所　境界問題相談センター
　　　　(甲府市国母8-13-30)
※完全予約制
申込・お問合せ／
　境界問題相談センター

℡(225)3737

平成26年度赤十字社員
(社費)募集のお願い

4

豪州クィンビヤン市
ホストファミリー募集

認知症についての相談会

「働きたい」を
カタチにしよう！！

境界問題
相談センターやまなし

無  料  相  談

市企業ガイダンス
参加企業の募集

緑のカーテン応援隊
ボランティア募集！！

おやこ食育教室
参加者募集！

山梨県障害者文化展
作品募集
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 結婚相談
開催日　毎月１日(１月は除く)
時　間　平日　 9:00～12:00
                    18:30～20:30
　　　　休日　 9:00～15:00
                    18:30～20:30
要　件　男性50才、女性45才ま 
　での健康な方
持ち物　身分証明書､印鑑､写真１枚
場　所　市民活動センター
 消費者生活相談
開催日　毎週火･木曜日(除祝日)
時　間　  9:00～12:00
　　　　13:00～16:00
場　所　市役所本庁舎
 行政相談
 行政の仕事やサービス、苦情、ご
意見、ご要望などを受付けます。
開催日　７月11日(金)
場　所　白根窓口サービスセンター
時　間　13:30～15:30
 宅建協会不動産無料相談会
開催日　７月16日(水)
時　間　13:30～16:00
場　所　若草窓口サービスセンター
 無料法律相談
●司法書士会(予約優先)
要　件　市内在住
開催日　７月17日(木)
時　間　13:00～16:00
場　所　若草生涯学習センター
●弁護士会(予約制）
要　件　市内在住、予約年1回まで
開催日　７月25日(金)
時　間　13:00～16:00
場　所　市役所本庁舎
お問合せ／
　みんなでまちづくり推進課
(282)6493　　(282)6449

開催日　７月17日(木)
時　間　  9:00～12:00
　　　　13:00～16:00
場　所　本庁２階会議室
持ち物　年金手帳または年金証書、
　ねんきん特別便または定期便
お問合せ／竜王年金事務所

℡(278)1100

　社会保険労務士による相談会です。
開催日　７月11日(金)
時　間 10:00～16:00
場　所　働く婦人の家
お問合せ／観光商工課
(282)6294　　(282)6279

　シャフトの短いバドミントンラ
ケットでスポンジボールの付いた
シャトルを打ち合うゲームです。
　幅広い年齢層で楽しめます。
開催日　７月10日(木)・24日(木)
時　間　20:00～21:30
場　所　櫛形総合体育館
参加費　無料
申　込　不要
持ち物　運動着、室内シューズ
お問合せ／生涯学習課
(282)7778　　(282)6427

　児童館のスタジオを利用してい
る中高生がライブを行います！
　気軽に音楽を楽しみませんか。
開催日　７月27日(日)
時　間　13:00～15:30
場　所　白根児童館
参加費　無料
申　込　不要
お問合せ／青少年児童センター

℡(282)7324

　今回は「わたしのワンピース」
です。
　なつやさいのキッシュを作ります。
開催日　７月17日(木)
時　間　10:30～12:00
場　所　おおケヤキ児童館
参加費　200円

社会保険労務士による
ねんきん相談会

みんなでまちづくり推進課
の各種相談会

ファミリーバドミントン
教室

年金・賃金・労災などの
相談会

イベント・講演会等

対　象　市内在住の親子
申　込　７月１日(火)～
定　員　10組(先着順)
持ち物　エプロン・バンダナ・マ 
　スク・手拭タオル・おんぶ紐
　(必要な方のみ)
申込・お問合せ／おおケヤキ児童館

℡(284)7455

 コットンマスコット作り
　オーガニックコットンを使った
マスコット作りを体験します。
開催日　７月６日(日)
時　間　10:00～12:00
定　員　15名(先着順)
参加費　500円
 渓流生物調査実習＆観察会
　県民の森を流れる川にどんな生
き物がいるのか、調査方法を学び、
観察します。
開催日　７月20日(日)
時　間　9:00～12:00
定　員　15名(先着順)
参加費　無料
 山Ｃafe
　櫛形山に登り、バーナーとコッ
ヘルを使った簡単料理を学びます。
開催日　７月26日(土)
時　間　7:00～15:00
定　員　16名(先着順)
参加費　無料
 草木染教室
　野草を使ってハンカチを染めます。
開催日　７月27日(日)
時　間　10:00～12:00
定　員　15名(先着順)
参加費　500円
申込・お問合せ／森林科学館

℡(283)5718 (月曜休館)

開催日　７月26日(土)
時　間　13:00～16:00
内　容　水泳記録会・ゲーム・お 
　楽しみ抽選会を行います。
場　所　櫛形コミュニティープール
対　象　小学生
お問合せ／体育協会　

℡(284)3333

県民の森森林科学館
教室案内

絵本のなかのおやつを
作ろう

市立児童館中高生ライブ
～ＲＯＯＴ！2014～

2014スイミング
フェスティバル開催！！
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開催日　８月９日(土)
時　間　8:30～
場　所　若草総合体育館・若草中
　体育館・若草小体育館
対　象　小学４年生～中学３年生
　の男女
※今年度は男女とも種目をドッジ
　ボールに変更しました。
お問合せ／生涯学習課
　(282)7778　　(282)6427

開催日　７月19日(土)
時　間　8:30～11:30
場　所　 櫛形北地区農村環境改善 
　センター
内　容　クラフト工作、押し花の
　うちわ作り、割りばしてっぽう、
　似顔絵コーナー、ゆる体操コー
　ナー
お問合せ／青少年カウンセラー室

石川　℡(282)7348

　美しい景観は、風土を育み、調
和のとれたまちづくりと地域への
愛着を生み出します。
　魅力ある景観を守りつつ、活用
していくことが大切です。このセ
ミナーでは、まちづくりや地域の
活性化と、景観とのかかわりにつ
いて考えます。
　景観に興味のある方やまちづく
りに関心のある方など、お気軽に
ご参加ください。
開催日　７月17日(木)
時　間　14:00～16:00
場　所　県立文学館　講堂
講　師　西村　浩　氏(建築家)
演　題　｢つくる｣から｢使う｣時代へ
　～景観と賑わいを育む地域力～
参加費　無料
申　込　氏名、人数などをご連絡
　ください。(先着300名)
申込・お問合せ／
　美しい県土づくり推進室
(223)1325　　(223)1857

開催日　７月27日(日)
時　間　10:00～17:00
　　　　(模擬店は15:00まで)
場　所　春仙美術館
内　容　オリジナル缶バッチ作り、
　キーホルダー作り、マラカス作り、
　木版画摺り体験、メキシコ紹介
　コーナー、お楽しみ縁日など
お問合せ／春仙美術館
(282)6600　　(282)6601

　一緒にうたいましょう。
開催日　７月20日(日)
時　間　19:30～
場　所　若草生涯学習センター
出　演　
　アコーディオン　大久保　幸
　歌唱リーダー　　杉平　はるみ
参加費　５００円（茶菓子付）
お問合せ/若草生涯学習センター
　　　　　　　℡(283)8311

櫛形三世代ふれあい祭り

春仙美術館　夏の夕べ山梨県景観セミナー開催

シャンブレイ事業第65弾
夏の歌声喫茶

南アルプス市子どもクラブ
親睦球技大会

申込・お問合せ／生涯学習課
（282）7778　　　　（282）6427　

※各講座とも応募者多数の場合は抽選となります。
※定員以下の場合は開講できないことがあります。

生涯学習講座のご案内

 夏休み親子陶芸教室

　今年も夏休みにオリジナルの陶器（マグカップ・
お皿など）を造ってみましょう！
開催日　７月26日(土)9:00～12:00（造形）
　　　　８月  ９日(土)9:00～10:30（色付け）
場　所　豊文化教室（豊小学校北側）　　
受講料　親子1組600円（粘土代込）
定　員　15組

 夏休み子ども書道教室

　夏休み恒例の書道教室を今年も開催します！
気軽に書道を楽しみましょう！
開催日　８月10日(日)
時　間　9:00～11:00　
場　所　櫛形健康センター
受講料　無料
定　員　小中学生20名

※今回の講座の受付期間は、
　すべて７月１日（火）～10日(木）までです。

 旬の果実で味わうジャム作り教室

　旬のあま～い果実の美味しさがたっぷり詰まっ
た無添加ジャムを作ってみませんか？果実は桃か
すももです。親子での参加も大歓迎！
開催日　８月７日(木)
時　間　13:30～16:00
場　所　農畜産物加工処理施設（ハッピーパーク北側）
受講料　800円（材料費込）
定　員　15名

 夏休み観望会「夏の一等星を観る会」

　梅雨明けの夜空は澄みきっています！ 県内最大級
の望遠鏡で夏の夜空を彩る一等星ベガ、アルタイル
や夏の星座を観ましょう！
開催日　７月26日(土)
時　間　20:00～21:00
場　所　ふるさと天文館
受講料　100円
定　員　15名
※悪天候により中止することがあります。
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　櫛形図書館では、７月23日(水)
から８月８日(金)までの間、平日
の開館時間を午後８時まで延長
（試行）します。期間中は親子で
楽しめる夕涼みイベントを開催し
ます。
　保護者同伴でお出かけください。
開館時間　平日 9:30～20:00
　　　　　土日 9:30～17:00

 ヨーヨーのプレゼント　
開催日　７月23日(水)
時　間　18:00～20:00　
※中学生以下の来館者にヨーヨー
　をプレゼントします。　
 親子映画会「チップとデール」
～リスの山小屋合戦～　
開催日　７月25日(金)
時　間　18:30～19:30
※チップとデールの楽しい映画を 
　上映！

 親子映画会「甲州戦記サクライザー」
～踏みにじられた宝石～他　
開催日　８月１日(金)
時　間　18:30～19:30
※みんなの大好きなサクライザー
　の映画を上映！

 サクライザーショーと握手会
開催日　８月８日(金)
時　間　18:30～19:30
※サクライザーがやってくるよ！
　握手をしたり一緒に写真を撮っ 
　たりしよう！
お問合せ／櫛形図書館

℡(280)3300

　広々として涼しい安藤家住宅で、
昔のあそびや工作をしたり、紙芝居
でおはなしを聞いたり、楽しい夏
の思い出をつくってみませんか？
開催日　８月６日(水)
時　間　14：00～
場　所　重要文化財安藤家住宅
対　象　小学生(親子でも可)
定　員　30名(要申込：先着順)
申込・お問合せ／文化財課
(282)7269　　(282)6427

　(土・日)甲西図書館 ℡(282)7291

　「南アルプス市の甲斐源氏」
　加賀美、秋山、小笠原の面々、
初心者向きの内容です。
開催日　7月15日(火)
時　間　19:30～21:00
場　所　櫛形生涯学習センター
講　師　文化財課職員
参加料　無料
申　込　ハガキに住所・氏名・電
　話番号を記載し、下記へお申込
　ください。
　〒400-0303　上今井928
　津久井　豊徳　宛て
締切日　7月11日(金)
お問合せ／小笠原長清公顕彰会

津久井　℡(284)2087

　「室内でテニスを!!」
　健康のための生涯スポーツとし
て最適!!
　あなたも始めてみませんか！
開催日　７月14日(月)
場　所　若草小学校体育館
時　間　20:00～22:00
参加料　無料
締　切　７月10日(木)
　　　　(当日も受付けます)
申込・お問合せ／小澤

　℡090(1841)5561

【白根地区】
練習日　水曜日(月３回)
場　所　百田小学校体育館
時　間　20:00～22:00
会　費　500円／月
【若草地区】
練習日　月曜日(月４回)
場　所　若草小学校体育館
時　間　20:00～22:00
会　費　500円／月
申込・お問合せ／小澤

　℡090(1841)5561

安藤家住宅で
昔あそびとおはなし会

バウンドテニス部員募集

小笠原長清公顕彰会
基礎講座

市民自主企画講座
「運動が健康をつくる」

バウンドテニス初心者教室

櫛形図書館
「夕涼みイベント」 　 市民からのお知らせ

　小麦の歴史にふれて、懐かしい
道具を体験し、最後に土偶ちゃんの
お顔パンを作って食べましょう！
開催日　７月27日(日)
場　所　ふるさと文化伝承館
時　間　9:30～12:00
材料費　500円（1人につき）
定　員　10組(要申込：先着順)
協　力　ベーカリー  ルーブル
※詳細は申込み時にお伝えします。
※小学4年生以下は保護者同伴。
申込・お問合せ／
　ふるさと文化伝承館
(282)7408　　(285)7113

　南アルプス子どもの村の中学生
が、文化財課と協力して足下に眠
る坂ノ上姥神遺跡を学習した成果
と、竪穴式住居復元までの記録を
展示しています。
期　間　10月15日(水)まで
場　所　高度農業情報センター
休館日　毎週月曜日
お問合せ／文化財課
(282)7269　　(282)6427

　櫛形生涯学習センターでは、
様々な学習活動やボランティア活
動、仕事や趣味などで培った経験
や知識を活かし、自ら講座を企
画・発表する｢南アルプス市民自主
企画講座｣を開催していきます。
　今回は、その第１弾です。
　元病院の作業療法士さんが講師
となって、参加者の皆さんと言葉
のやりとりをしながら行なう講座
です。皆さんでお越しください。
開催日　７月12日(土)
時　間　14:00～16:00
場　所　櫛形生涯学習センター　
参加費　無料
申　込　電話またはファックス
定　員　40名
申込・お問合せ／
　櫛形生涯学習センター
　 (282)7286　　(284)7101

ものづくり教室
小麦の物語

学校の下に眠る
古代のくらしを再現






